
第６回TRIZシンポジウム
（TRIZ Symposium 2010 in Japan）

第8回TRIZシンポジウム閉会にあたって
（TRIZ Symposium 2012 in Japan）

-TRIZ思考で、プロセスを変える、夢をかなえる！-
（20１2年９月6日～９月8日、於：早稲田大学理工キャンパス）

NPO法人日本TRIZ協会
シンポジウム実行委員長

三原 祐治

２０1２年９月８日

ＴＲＩＺシンポジウム参加のお礼と

日本ＴＲＩＺ協会活動への参加へのお願い
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第８回のシンポジウムは

・第２＆３日目の２日間をシンポジウムとして実施しました。

・初心者向けのチュートリアル およびテーマ講演を
第１日目にまとめて行いました。

・（ベテラン向けに）１日目には、アドバンストセミナーを並行して実施。

・ Dr.Denis Cavallucciの基調講演と、

Dr. Jeongho Shinと日本創造学会の弓野憲一先生の特別講演を
実施

昨年は東日本大震災もあって、海外からの参加者が激減しました。
今回は韓国などからの参加者もあり、やや回復傾向にあるものの、
国内からの参加者数は戻っていません。
■参加者数（国内・海外） ・昨年：１１６名

・今回：１２７名
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第８回のシンポジウムでは

日本創造学会の後援、

日本設計工学会、日刊工業新聞社の協賛を

いただきました。

次回以降更に、関連学協会・団体との連携を深め、
TRIZの知名度Up および参加者の増加を
図っていきたい と思います。



第８回シンポジウム準備組織および協力者(１)
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全体統括 :  林 利弘

開催準備協力者 ： 海野 誠、庄内 亨、菊池 史子、片岡 敏光、石濱正男
長谷川 公彦、国友 秀世、大田 哲也、池田 理、
古謝秀明、前田勝宏

デザイン協力 ： 後藤 一雄 （リコー）

準備組織 （シンポジウム実行委員会）

実行委員会委員長：三原 祐治
実行委員 (事務局) : 堀田 政利、大内 亜佐子(日本TRIZ協会)

(会場担当) : 澤口 学
(広報担当) : 前古 護
(海外対応) : 正木 敏明、津波古和司

プログラム委員長 : （正）中川 徹、（副） 小西 慶久
プログラム委員 : 有田 節男、津波古和司、坪倉紀子

（ポスターセッション担当）: 福嶋洋次郎

【敬称略、順不同】【所属記載なしは日本ＴＲＩＺ協会の運営会議メン
バー】

皆様のご協力に感謝します。



【敬称略、順不同】【所属記載なしは日本ＴＲＩＺ協会の運営会議メンバー】

第８回シンポジウム準備組織および協力者(２)

5

通訳・スライド翻訳協力者
通訳者 : 小西 慶久、黒澤 愼輔（個人）、石濱 正男 、津波古 和司

上村輝之(アイディエーション・ジャパン) 、

英訳 : 津波古 和司

和訳 : 古謝秀明、菊池 史子、海野 誠、池田 理、国友 秀世、
福嶋洋次郎、大田哲也、緒方隆司、石原弘嗣(Sony)、

高原 利生（個人） 、粕谷 茂（山口大）

英訳推敲支援：有田節男、津波古和司、中三川哲明（日立）

会場関係

今回のシンポジウム開催に当たり、

会場の使用を快諾戴きまた種々の便宜を図って戴きました。

早稲田大学の関係の皆様に厚く御礼申し上げます。

皆様のご協力に感謝します。
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第８回ＴＲＩＺシンポジウム 閉会にあたって

シンポジウムも予定された日程を終えました。

・技術問題解決/ビジネス問題解決/特許への展開

・教育/社内展開 等々

に対するTRIZの使い方（他の技法との組合せを含む）の充実し
た内容の発表が行われ、活発な討論が行われました。

充実した３日間を過ごされたものと思います。

これも皆さんのご協力があってのものです。

厚くお礼を申し上げます。

運営面では、いくつか不備な点があって不愉快なこともあったこ
とをおわび申し上げます。

これらの知見を皆さんの会社に持ち帰って、TRIZの利用/応用に
役立てていただけるものと期待します。
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TRIZシンポジウムでの活動はもとより、

日本TRIZ協会の活動は会員ベースの公共的な

ボランティアベースの非営利法人活動で行われています。

ＴＲＩＺを、広く日本に普及し、
それによる産業の発展をめざして

研究会活動の参加をはじめとして、TRIZ協会の活動に
皆さんの積極的なご参加をお願いします。

第１日目のグループ討論も多数ご参加いただき、今後の研究会活動の活発化に

つながることを期待しています。

• 新たに、出版委員会、ジャーナル編集委員会、総務委員会を増設し、協会活動の更なる

強化を図っていきます。

研究会活動 １）｢知財創造｣研究分科会 （主査：長谷川公彦氏）

２）｢ビジネス・経営TRIZ｣研究分科会（主査：吉澤郁雄氏）
３）「教育とTRIZ」研究分科会 （主査：中川 徹氏）
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ＴＲＩＺを、広く日本に普及し、
それによる産業の発展をめざして

日本TRIZ協会の活動に積極的な参加をお願いします。

日本TRIZ協会の会員としての登録を、そして

更には周囲の方々への参加呼びかけをお願いします。
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第９回（2013年）日本TRIZシンポジウム は

・日程：２０１３年９月５日（木）～７日（土）

・場所： 統計数理研究所（東京立川市）

にて開催を予定しています（正式決定はこれから） 。

ＴＲＩＺを、広く日本に普及し、それによる産業の発展をめざして

今から、日程調整をお考えください。

次回のシンポジウムには是非発表をお願いします。

→ 今から発表に向けて準備をお願いします。

と同時に、

今年同様活発な意見交換をお願いします。
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第８回ＴＲＩＺシンポジウムへのご参加
ありがとうございました。

あらためてお礼申し上げます。

◆来年のシンポジウムのためにも、
アンケートの記入にご協力をお願いします。

また名札の回収にご協力ください。

◆あなたにとって良かった講演の「投票」をお願いします。


